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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタル変調波信号を受信するためのデジタル受信機であって、
　受信するデジタル変調波信号を所望のクロック信号でサンプリングしてデジタルデータ
に変換するためのアナログデジタル変換部と、
　前記アナログデジタル変換部により変換されたデジタルデータを受けて前記デジタル変
調波信号を復号する復号部とを備え、
　前記アナログデジタル変換部は、
　前記受信するデジタル変調波信号を一定周期の所定クロック信号でサンプリングする変
換ユニットと、
　入力される前記変換ユニットによりサンプリングされたサンプリングデータのうちピー
ク波形に対応するサンプリングデータを調整する補償部と、
　前記補償部から出力されるサンプリングデータに基づいて前記所望のクロック信号でサ
ンプリングしたデータを前記デジタルデータとして出力する補間部とを含み、
　前記補償部は、前記補間部におけるサンプリングの際において、前記ピーク波形に対応
するサンプリングデータの影響を抑制するために前記ピーク波形に対応するサンプリング
データを所定値および所定の値を乗算した値の一方に設定する、デジタル受信機。
【請求項２】
　前記アナログデジタル変換部と、前記復号部との間に配置され、前記デジタルデータで
ある時間軸データを周波数軸データに変換して前記復号部に出力するための高速フーリエ
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変換部をさらに備える、請求項１記載のデジタル受信機。
【請求項３】
　前記補償部は、前記ピーク波形に対応するサンプリングデータの値を０に設定する、請
求項１～２のいずれか一項に記載のデジタル受信機。
【請求項４】
　前記補間部は、前記補償部から出力されるサンプリングデータおよびｓｉｎｃ関数に基
づいて、前記所望のクロック信号でサンプリング処理を実行する、請求項１～３のいずれ
か一項に記載のデジタル受信機。
【請求項５】
　前記デジタル受信機は、前記高速フーリエ変換部と前記復号部との間において、前記高
速フーリエ変換部により変換された前記周波数軸データを伝送路特性に従って等化するた
めの等化部をさらに備える、請求項１～４のいずれか一項に記載のデジタル受信機。
【請求項６】
　前記デジタル変調波信号は、ＯＦＤＭ方式で変調されたデジタル受信信号である、請求
項１～５のいずれか一項に記載のデジタル受信機。
【請求項７】
　前記デジタル受信信号は、地上波デジタル受信信号である、請求項６記載のデジタル受
信機。
【請求項８】
　前記地上波デジタル受信信号は、地上波デジタル放送の部分受信信号である、請求項７
記載のデジタル受信機。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタル受信機に関し、より特定的には直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）伝
送方式で変調された信号を受信するデジタル受信機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、映像信号また音声信号を伝送するシステムにおいて高品質な伝送や周波数利用効
率の向上に優れた方式としてＯＦＤＭ（直交周波数分割多重：Orthogonal Frequency Div
ision Multiplexing）方式が提案されている。ＯＦＤＭ方式は、移動通信に適したマルチ
キャリア（多搬送波）変調方式であり、数百以上の搬送波（サブキャリア）に情報を分割
して多重する方式である。
【０００３】
　たとえば、アナログＴＶ信号をデジタル信号に変換した後、ＭＰＥＧ（Moving Picture
 Experts Group）でデータ圧縮を施す。このデータ信号に、誤り検出および訂正能力をつ
けるための冗長ビットを付加するＲＳ符号や畳み込み符号等の誤り訂正符号化が施され、
そしてノイズなど伝送路におけるエラー発生原因を分散させるなどのためにバイトインタ
リーブ、ビットインタリーブを行ない、ＱＰＳＫ（Quadrature Phase Shift Keying）、
１６ＱＡＭ（Quadrature Amplitude Modulation）などの変調方式に応じたマッピングを
行なう。
【０００４】
　マッピングが行なわれたデータは、フェージングなど伝送路におけるエラー発生原因を
分散させるための時間インタリーブ、周波数インタリーブを行なった後、逆フーリエ変換
（ＩＦＦＴ）を行ない、直交変調後、ＲＦ周波数に周波数変換して伝送される。
【０００５】
　図８は、ＯＦＤＭ方式の搬送波を説明する概念図である。
【０００６】
　図８の左側に示されるように、Ｎ＝０～Ｎ＝Ｍ（Ｍ＝自然数）の互いに直交する搬送波
にそれぞれ情報が乗せられる。この複数の搬送波が合わさって右側に示されるように多重



(3) JP 4222960 B2 2009.2.12

10

20

30

40

50

化されたＯＦＤＭ信号として伝送される。特に、ＯＦＤＭ信号は、時間軸で観測した場合
、ホワイトノイズと類似の波形であり、サブキャリアの足し算であるため信号のピークと
平均値の比が非常に大きくなる。受信側においては、送信側の処理と全く逆の操作がＯＦ
ＤＭ信号に対して行なわれ復調（再生）される。
【０００７】
　図９は、一般的なデジタル受信機を説明する図である。
【０００８】
　図９を参照して、アンテナ（図示せず）から入力される高周波信号（ＲＦ入力）は、チ
ューナ１００に入力される。チューナ１００においては、ＲＦ信号を中間周波数信号（Ｉ
Ｆ周波数）にダウンコンバートする。そして、中間周波数信号（ＩＦ周波数）をベースバ
ンド信号（Ｌｏｗ－ＩＦ信号とも称される）に変換して出力する。アナログ／デジタル変
換部１０１は、アナログ信号をデジタル信号に変換するとともに、ヒルベルト変換等を用
いて同相検波軸信号（実軸成分の信号）であるＩ信号および直交検波軸信号（虚軸成分の
信号）であるＱ信号を生成する。アナログ／デジタル変換部１０１は、チューナ１００か
らの出力を受けて各種同期部１０２に出力する。なお、ここでは、アナログ／デジタル変
換部１０１内において、ヒルベルト変換等を用いることによりＩ信号およびＱ信号を生成
する場合について説明しているが、チューナ１００内部において、直交復調することによ
り、ヒルベルト変換を用いることなくＩ信号およびＱ信号を生成することも可能である。
次に、各種同期部１０２において、いわゆるシンボル同期、クロック同期および周波数同
期等を行う。そして、各種同期部１０２を通過後、高速フーリエ変換部（ＦＦＴとも称す
る）１０３において、入力信号に対して高速フーリエ変換（ＦＦＴ処理）が実行され、時
間軸データを周波数軸データに変換して、等化部１０４に出力される。等化部１０４は、
伝送路特性等により受信側の振幅や位相が送信側の振幅や位相と異なるものとなるので、
これらが等しくなるように歪みを受けた信号を等化するすなわち補正を行って、復号部１
０５に出力する。復号部１０５においては、送信機側で処理した時間インタリーブや周波
数インタリーブを元に戻す処理が実行される。また、変調方式に応じたマッピングを元に
戻すデマッピング処理が実行され、複数ビットの信号に変換される。そして、誤り訂正が
行われて復号データとして再生される。
【０００９】
　図１０は、正常なＯＦＤＭ信号およびＦＦＴ１０２により周波数軸データに変換された
ＯＦＤＭ信号を説明する概念図である。
【００１０】
　図１０（ａ）においては、チューナ１００において許容信号レベル範囲内におけるＯＦ
ＤＭ信号が入力されている場合を説明する図である。一般的に、ＯＦＤＭ信号は、その性
質上、瞬間的に非常に大きいレベルの信号がしばしば偶発的に発生する場合がある。その
ため、許容信号レベル範囲すなわちダイナミックレンジを越えるピーク波形が発生すると
非線形の歪みすなわちクリッピングが生じる。いいかえるとダイナミックレンジを越える
と最大値もしくは最小値の固定値に設定されることになる。
【００１１】
　図１０（ｂ）に示されるように、ダイナミックレンジ内のＯＦＤＭ信号は、ＦＦＴ１０
２によりＦＦＴ処理され、所望の周波数における適正な周波数応答を得ることができる。
【００１２】
　図１１は、クリッピングが生じるＯＦＤＭ信号およびＦＦＴ１０２により周波数軸デー
タに変換されたＯＦＤＭ信号を説明する概念図である。
【００１３】
　図１１（ａ）を参照して、ＯＦＤＭ信号は上述したように複数のサブキャリアを足しあ
わせたマルチキャリア信号であるためピーク波形が発生することがある。この場合上述し
たようにピーク波形が信号処理回路のダイナミックレンジを越えると、クリッピングが生
じる。これにより、ＦＦＴ１０２によりＦＦＴ処理して周波数軸データに変換した場合、
図１１（ｂ）に示されるように、帯域外への不要輻射が発生することが分かっている。
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【００１４】
　この不要輻射により、誤り率特性が劣化する問題がある。さらに、非線形歪みにより各
サブキャリア間での相互干渉が発生し、これによりさらに誤り率特性が劣化するという問
題もある。
【００１５】
　特開２００２－０７７０９７号公報においては、クリッピングが発生する場合に、必要
に応じてマルチキャリア信号全体を均等に抑圧することによりクリッピングを抑制し、帯
域外への不要輻射や誤り率特性の劣化を抑制する方式が開示されている。
【特許文献１】特開２００２－０７７０９７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　しかしながら、上記公報においては、ピーク波形によるクリッピングが発生する場合に
マルチキャリア信号全体を均等に抑圧するための均等抑圧回路や、ピーク波形を抑圧する
クリッピング回路等を設ける必要があり回路構成が複雑化する。また、信号レベルの低下
を考慮して抑圧のレベルを適正に制御しなければならず、複雑な制御が必要となる問題も
生じる。
【００１７】
　本発明は、上記のような問題を解決するためになされたものであって、クリッピングが
生じる場合に帯域外への不要輻射や誤り率特性の劣化を簡易に抑制するデジタル受信機を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明に従うデジタル受信機は、デジタル変調波信号を受信するためのデジタル受信機
であって、受信するデジタル変調波信号を所望のクロック信号でサンプリングしてデジタ
ルデータに変換するためのアナログデジタル変換部と、アナログデジタル変換部により変
換されたデジタルデータを受けてデジタル変調波信号を復号する復号部とを備える。アナ
ログデジタル変換部は、受信するデジタル変調波信号を一定周期の所定クロック信号でサ
ンプリングする変換ユニットと、入力される変換ユニットによりサンプリングされたサン
プリングデータのうちピーク波形に対応するサンプリングデータを調整する補償部と、補
償部から出力されるサンプリングデータに基づいて所望のクロック信号でサンプリングし
たデータをデジタルデータとして出力する補間部とを含む。補償部は、補間部におけるサ
ンプリングの際において、ピーク波形に対応するサンプリングデータの影響を抑制するた
めにピーク波形に対応するサンプリングデータを所定値および所定の値を乗算した値の一
方に設定する。
【００１９】
　好ましくは、アナログデジタル変換部と、復号部との間に配置され、デジタルデータで
ある時間軸データを周波数軸データに変換して復号部に出力するための高速フーリエ変換
部をさらに備える。
【００２０】
　好ましくは、補償部は、ピーク波形に対応するサンプリングデータの値を０に設定する
。
【００２１】
　好ましくは、補間部は、補償部から出力されるサンプリングデータおよびｓｉｎｃ関数
に基づいて、所望のクロック信号でサンプリング処理を実行する。
【００２２】
　好ましくは、デジタル受信機は、高速フーリエ変換部と復号部との間において、高速フ
ーリエ変換部により変換された周波数軸データを伝送路特性に従って等化するための等化
部をさらに備える。
【００２３】
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　好ましくは、デジタル変調波信号は、ＯＦＤＭ方式で変調されたデジタル受信信号であ
る。
【００２４】
　特に、デジタル受信信号は、地上波デジタル受信信号である。
【００２５】
　特に、地上波デジタル受信信号は、地上波デジタル放送の部分受信信号である。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明に従うデジタル受信機は、補間部におけるサンプリングの際において、ピーク波
形に対応するサンプリングデータの影響を抑制するためにサンプリングデータを所定値お
よび所定の値を乗算した値の一方に設定する。これにより、補間部において、クリッピン
グが生じるサンプリングデータの影響が抑制されるため、他の正確なサンプリングデータ
のみを用いてサンプリングする。したがって、復号部における誤り率特性の劣化を抑制す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、この発明の実施の形態について図面を参照しながら詳細に説明する。なお、図中
同一または相当部分には同一符号を付し、その説明は繰返さない。
【００２８】
　図１は、本発明の実施の形態に従うデジタル受信機１の概略ブロック図である。
【００２９】
　図１を参照して、アンテナ（図示せず）から入力される高周波信号入力（ＲＦ入力）は
、周波数変換部１０に入力される。周波数変換部１０では、ＲＦ信号を中間周波数（ＩＦ
周波数）にダウンコンバートし、ＩＦフィルタ１２によって所望の周波数を抜き出した後
、ダウンコンバータ１５においてベースバンド信号（ＯＦＤＭ変調では、Ｌｏｗ－ＩＦ信
号とよく呼ばれる）に変換する。そして、アナログ／デジタル変換部１６に入力する。周
波数変換部１０、ＩＦフィルタおよびダウンコンバータ１５は、チューナ５を構成する。
【００３０】
　アナログ／デジタル変換部１６では、アナログ信号をデジタル信号に変換するとともに
ヒルベルト変換等を用いてＩ信号とＱ信号とを同期部２７に出力する。
【００３１】
　同期部２７は、いわゆるＦＦＴ処理を行う期間を規定するシンボル同期、データに同期
するクロック同期および周波数ずれを調整するための周波数同期を行う。同期部２７を通
過後、ＦＦＴ１７において、入力信号に対して高速フーリエ変換（ＦＦＴ処理）が実行さ
れ、時間軸データを周波数軸データに変換して、等化部２８に出力される。等化部２８は
、上述したように伝送路特性等により受信側の振幅や位相が送信側の振幅や位相と異なる
ものとなるので、これらが等しくなるように歪みを受けた信号を等化するすなわち補正す
る。
【００３２】
　周波数デインタリーブ１８では、電波の反射などによる特定周波数の信号の欠落を補う
ために行なわれた周波数インタリーブを元に戻す処理を行なう。周波数デインタリーブ１
８の出力は、時間デインタリーブ１９に与えられ、時間デインタリーブ１９は、対フェー
ジングなどのために施された時間インタリーブを元に戻す処理を行なう。
【００３３】
　時間デインタリーブが行なわれた実軸成分の信号（Ｉ信号）および虚軸成分の信号（Ｑ
信号）は、デマッピング部２０において各変調方式（６４ＱＡＭ，１６ＱＡＭ，ＱＰＳＫ
等）に応じたコンスタレーション上の基準点が求められ、データ信号ごとに最も近い点を
選択し、その基準点を特定する情報が生成され後の誤り訂正等に用いられる。
【００３４】
　デマッピングが行なわれた信号は、誤り訂正を増加させる目的で行なわれたビットイン
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タリーブをビットデインタリーブ部２１において解除した後、送信側で行なわれた畳み込
み符号を用いてビタビ復号部２２により誤り訂正を行なう。ビタビ復号が行なわれた信号
は、ビットインタリーブ部と同様に誤り訂正を増加させる目的で行なわれたバイトインタ
リーブをバイトデインタリーブ部２３において解除した後、リードソロモン復号（以下、
「ＲＳ復号」とも称する）をＲＳ復号部２４において行ない、誤り訂正を行なう。
【００３５】
　誤り訂正された信号は、ＭＰＥＧデコード部２５において圧縮信号が伸張され、デジタ
ル／アナログ変換部２６においてアナログ映像およびアナログ音声信号に変換した後、出
力される。なお、周波数デインタリーブ１８、時間デインタリーブ１９、デマッピング２
０、ビットデインタリーブ２１、ビタビ復号部２２、バイトデインタリーブ２３、ＲＳ復
号２４、ＭＰＥＧデコーダ２５は復号部を構成する。
【００３６】
　図２は、本発明の実施の形態に従うアナログ／デジタル変換部１６、同期部２７、クロ
ック生成部２９および固定水晶発振器３０の概略構成図である。
【００３７】
　図２を参照して、本発明の実施の形態に従うアナログ／デジタル変換部１６は、Ａ／Ｄ
変換ユニット６と、クリッピング補償部７と、補間部８と、ヒルベルト変換部９♯とを含
む。
【００３８】
　Ａ／Ｄ変換ユニット６は、チューナ５から入力されるアナログ信号をクロック信号ＣＬ
Ｋに同期してサンプリングし、デジタルデータすなわちサンプリングデータとして出力す
る。
【００３９】
　クリッピング補償部７は、Ａ／Ｄ変換ユニット６から出力されたサンプリングデータを
受けて、クリッピングが生じているサンプリングデータに対して後述するクリッピング補
償を行なう。
【００４０】
　クリッピング補償部７を通過したサンプリングデータは補間部８に入力される。補間部
８は、クリッピング補償部７を通過したサンプリングデータに対してクロック生成部２９
から入力されるクロック信号ＮＣＬＫに同期してサンプリング（以下、リサンプリングと
も称する）し、デジタルデータすなわちサンプリングデータ（以下、リサンプリングデー
タと称する）をヒルベルト変換部９＃に出力する。
【００４１】
　ヒルベルト変換部９♯は、補間部８から出力されたリサンプリングデータを受けて、上
述したようにいわゆるヒルベルト変換等を用いてＩ信号とＱ信号とをＦＦＴ部１７に出力
する。なお、本例においては、アナログ／デジタル変換部１６におけるヒルベルト変換部
９＃において、Ｉ信号およびＱ信号を生成する方式について一例として説明するが、ヒル
ベルト変換部９＃を設けず、チューナ５において、Ｉ信号およびＱ信号を生成する方式と
することも可能である。
【００４２】
　同期部２７は、クロック同期によりクロック生成制御信号を生成し、クロック生成部２
９に出力する。
【００４３】
　クロック生成部２９は、所定周波数の信号を固定的に発振する固定水晶発振素子３０か
らの入力信号を受ける。そして、所定周波数の入力信号を分周して非同期クロック信号Ｃ
ＬＫを生成する。また、同期部２７からのクロック生成制御信号および非同期クロック信
号ＣＬＫに基づいてデータ信号に同期する同期クロック信号ＮＣＬＫを生成する。そして
、クロック生成部２９からＡ／Ｄ変換ユニット６および補間部８に対して非同期クロック
信号ＣＬＫおよび同期クロック信号ＮＣＬＫがそれぞれ出力される。
【００４４】
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　図３のフローチャート図を用いて、本発明の実施の形態に従うアナログ／デジタル変換
部の処理について説明する。
【００４５】
　Ａ／Ｄ変換ユニット６は、入力されたアナログ信号を非同期クロック信号ＣＬＫに同期
してサンプリングする（ステップＳ１）。
【００４６】
　次に、クリッピング補償部７は、入力されたサンプリングデータのうち所定範囲外の値
すなわちピーク波形に対応する値を所定値に変換する（ステップＳ２）。一例として、本
例においては所定値として「０」に変換（設定）する。
【００４７】
　次に、補間部８は、クリッピング補償部７を通過したサンプリングデータに基づいてク
ロック信号ＮＣＬＫに同期してサンプリングすなわちリサンプリングする（ステップＳ３
）。
【００４８】
　そして、このリサンプリングしたリサンプリングデータをヒルベルト変換部９♯に出力
する（ステップＳ４）。
【００４９】
　図４は、クロック生成部２９において、同期部２７からのクロック情報に基づいて出力
される非同期クロック信号ＣＬＫおよび同期クロック信号ＮＣＬＫを説明する概念図であ
る。（同期部２７からのクロック情報に基づいて出力されるのは同期クロック信号ＮＣＬ
Ｋである）
　図４には非同期クロック信号ＣＬＫおよび同期クロック信号ＮＣＬＫが示されている。
【００５０】
　「ＱＡＭチャネルデコーダＬＳＩの復調アルゴリズム検討」、町田他、信学技法、ＤＳ
Ｐ98-96、ＩＣＤ98-183、ＣＰＳＹ96-98（1998/10）には、図４で示されるように上記の
非同期クロック信号ＣＬＫを間引くことにより、タイミングを調整して同期クロック信号
ＮＣＬＫに同期したサンプリングすなわちリサンプリングする方式が示されている。以下
、具体的に説明する。
【００５１】
　図５は、Ａ／Ｄ変換ユニット６において、非同期クロック信号ＣＬＫによって実行され
るサンプリング定理を説明する概念図である。
【００５２】
　まず、サンプリング定理について説明する。
【００５３】
　サンプリング定理は次式（１）によって示される。
【００５４】
【数１】

【００５５】
　なお、周波数帯域は（－１／２Ｔ，１／２Ｔ）（Ｈｚ）に制限される。すなわち、図５
に示されるように標本化関数であるsinc関数をｔ＝Ｔの間隔（ナイキスト間隔）で遅延さ
せ、その時刻の連続波形のサンプル値で重み付けして加算したものとなる。つまり、ナイ
キスト間隔で与えられるｙ（ｔ）のサンプル値によって、信号ｙ（ｔ）の全体が決定され
ることになる。図５においては、ｎ＝１～３におけるsinc関数が示されている。
【００５６】
　なお、sinc関数は次式（２）で示され、アナログ／デジタル変換部１６内の図示しない
メモリに予め記憶され、サンプリング値の算出の際に用いられるものとする。
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【００５７】
【数２】

【００５８】
　したがって、信号ｙ（ｔ）のサンプリング値は、時刻ｔにおけるこのｎ＝－∞～＋∞の
sinc関数に示されるデータ値を加算した値となる。なお、実際には、ｎは有限値なので、
sinc関数打ち切りによる急な変化を抑えるため、sinc関数に窓関数をかけて加算する場合
もある。
【００５９】
　一例として、ｙ（Ｔ）のサンプリング値は、次式（３）となる。
【００６０】
【数３】

【００６１】
　したがって、上述したように信号ｙ（ｔ）は、ナイキスト間隔Ｔでサンプリングした値
とsinc関数との積を加算した値により一意に決定できる。
【００６２】
　ここで、同期クロック信号ＮＣＬＫに同期したサンプリング値を求める場合について説
明する。
【００６３】
　例えば、同期クロック信号ＮＣＬＫについて、非同期クロック信号ＣＬＫが同期した時
刻Ｔからｔ’遅延したサンプリング値すなわち時刻ｔ＝Ｔ＋ｔ’のサンプリング値を求め
たい場合には、（１）式に代入して、次式（４）として表現できる。
【００６４】
【数４】

【００６５】
　したがって、非同期クロック信号ＣＬＫに同期したサンプリング値を用いて同期クロッ
ク信号ＮＣＬＫに同期したサンプリングすなわちリサンプリングデータを容易に算出する
ことが可能である。
【００６６】
　本実施の形態においては、この上述したサンプリング定理を用いて上述したクリッピン
グ補償を実行する。
【００６７】
　図６は、一例として非同期クロック信号ＣＬＫに同期してサンプリングしたサンプリン
グデータ列を説明する概念図である。なお、本例においては、データ値の許容信号レベル
範囲として－１００～＋１００に設定されているものとし、それ以外の範囲のデータ値は
ピーク波形に対応する値として０に設定されるものとする。
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【００６８】
　図６を参照して、本例においては、一例として時刻ｔ＝０～９Ｔのサンプリングデータ
列が示されている。したがって、これらのサンプリングデータ列を用いてリサンプリング
データ列を算出することが可能である。なお、ここで、時刻ｔ＝Ｔ，７Ｔのサンプリング
データは所定範囲外のデータすなわちピーク波形に対応するデータである。すなわち、ク
リッピングが生じる場合であり、一例としてこれらのサンプリングデータは「０」に設定
される。
【００６９】
　そうすると、上述した式（４）においてリサンプリングデータを算出する場合、式（４
）は次式（５）に変形される。
【００７０】
【数５】

【００７１】
　すなわち、この式に示されるようにクリッピングが生じる場合の、ｎ＝１，７に対応す
るsinc関数は考慮されなくなる。
【００７２】
　すなわち、時刻ｔ＝Ｔ＋ｔ’のリサンプリングデータ値について時刻Ｔ，７Ｔにおける
サンプリングデータは用いられず他の時刻に従う他のsinc関数に基づいて算出される。
【００７３】
　図７は、本方式に従うリサンプリングデータに基づいてＦＦＴ処理を実行し、周波数軸
データに変換した場合を説明する図である。
【００７４】
　図７に示されるように、周波数軸において不要輻射成分が除かれすなわち不要輻射成分
が抑圧され、所望の周波数成分においてのみ信号が現れる。
【００７５】
　上記の例においては、クリッピングが生じたサンプリング値を「０」にする場合につい
て説明したが、「０」に限らず、クリッピングが生じたサンプリング値に対応するsinc関
数の影響を抑制する所定値あるいはサンプリング値に所定値を乗算した値一例として所定
値を極めて小さな値に設定する場合においても同様の効果を得ることが可能である。
【００７６】
　本方式に従うクリッピング補償は、クリッピングが生じたサンプリング値を所定値ある
いはサンプリング値に所定値を乗算した値に設定して、他のサンプリング値に基づいて信
号波形を推定する方式である。すなわち、クリッピング対策を施さない場合には、明らか
に時間軸上にない不要な周波数成分を含んだ信号をＦＦＴ処理するため不要な輻射信号が
生成されてしまうが、本方式においては、クリッピングが生じたサンプリング値に対応す
るsinc関数の影響を抑制するすなわちほとんど考慮しない方式であるため実際の波形とは
若干異なる波形となる可能性があるが、サンプリング定理により他のsinc関数により実際
の波形を推定することが可能であるため不要な輻射信号は生成されない。この点でsinc関
数は、所定の周波数帯域に制限されたデータだからである。
【００７７】
　また、ＯＦＤＭ信号の受信では、ＦＦＴ処理により時間軸上の信号を周波数軸上の信号
に変換するが時間軸上でクリッピングが生じるサンプリング値が複数個あったとしても、
ＦＦＴ処理において、その周波数成分を求める際に平均化される作用が働くことから、た
とえクリッピングが生じるサンプリング値を考慮せずにＦＦＴ処理を行なった場合におい
てもほぼ同様の周波数特性を得ることが可能となる。
【００７８】
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　なお、図７にも示されるようにクリッピング補償のために当該クリッピング現象が生じ
るsinc関数をほとんど考慮しなかったために電力量に若干の歪が生じる場合があるが、後
の等化部において、いわゆるパイロット信号に基づいて波形整形されるすなわち復元され
るためほとんど問題にならないと考えられる。また、さらに後段の復号部等における誤り
訂正等においても復元されるためほとんど問題にならないと考えられる。
【００７９】
　本発明の実施の形態に従うクリッピング補償は、クリッピングが生じるサンプリング値
の影響を抑制すなわちほとんど考慮せず、他の正確なサンプリング値のみを用いてリサン
プリングし、その結果をＦＦＴ処理するため簡易に余計な周波数の輻射成分および誤り率
特性の劣化を抑制することができる。
【００８０】
　なお、上記においては、デジタル受信機に関し、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）伝送
方式で変調された信号を受信するデジタル受信機について説明してきたが、他の方式で変
調された信号に対しても本方式は適用可能である。また、受信信号としては、ＯＦＤＭ方
式で変調されたデジタル受信信号において、地上波デジタル放送の部分受信信号について
も適用可能である。
【００８１】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図され
る。
【図面の簡単な説明】
【００８２】
【図１】本発明の実施の形態に従うデジタル受信機１の概略ブロック図である。
【図２】本発明の実施の形態に従うアナログ／デジタル変換部１６、同期部２７、クロッ
ク生成部２９および固定水晶発振器３０の概略構成図である。
【図３】本発明の実施の形態に従うアナログ／デジタル変換部の処理について説明するフ
ローチャート図である。
【図４】クロック生成部２９において、同期部２７からのクロック情報に基づいて出力さ
れる非同期クロック信号ＣＬＫおよび同期クロック信号ＮＣＬＫを説明する概念図である
。
【図５】Ａ／Ｄ変換ユニット６において、非同期クロック信号ＣＬＫによって実行される
サンプリング定理を説明する概念図である。
【図６】一例として非同期クロック信号ＣＬＫに同期してサンプリングしたサンプリング
データ列を説明する概念図である。
【図７】本方式に従うリサンプリングデータに基づいてＦＦＴ処理を実行し、周波数軸デ
ータに変換した場合を説明する図である。
【図８】ＯＦＤＭ方式の搬送波を説明する概念図である。
【図９】一般的なデジタル受信機を説明する図である。
【図１０】正常なＯＦＤＭ信号およびＦＦＴ１０２により周波数軸データに変換されたＯ
ＦＤＭ信号を説明する概念図である。
【図１１】クリッピングが生じるＯＦＤＭ信号およびＦＦＴ１０２により周波数軸データ
に変換されたＯＦＤＭ信号を説明する概念図である。
【符号の説明】
【００８３】
　１　デジタル受信機、５，１００　チューナ、６　Ａ／Ｄ変換ユニット、７　クリッピ
ング補償部、９＃　ヒルベルト変換部、１６，１０１　アナログ／デジタル変換部、１７
，１０３　ＦＦＴ、１８　周波数デインタリーブ、１９　時間デインタリーブ、２０　デ
マッピング、２１　ビットデインタリーブ、２２　ビタビ復号部、２３　バイトデインタ
リーブ、２４　ＲＳ復号部、２５　ＭＰＥＧデコーダ、２６　デジタル／アナログ変換部
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、２７　同期部、２８，１０４　等化部、２９　クロック生成部、３０　固定水晶発振器
、１０２　各種同期部、１０５　復号部。

【図１】 【図２】
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